TOM”S

%%



TOM”S

1)
)

®)
(4)



TOM”S

—_ o~
e e
o o
Y— Y—
(=}] o
4 4
o o
o —
[9)] N~
N N
€ S
z Z
[e0) o
[o0] N~
—_ s < & o i i
aa = < - —_ — —_ —_
— \nq o <t n
SIS D) ©
.
o
o
i3
[Te)
N

(6)




	純正ブレーキホースおよびリヤキャリパーはずし
	ブレーキフルード抜き取り
	ユニオンボルトおよびガスケットをはずし、フレキシブルホースをディスクブレーキシリンダリヤＡＳＳＹ（キャ〃
	ボディ側のクリップ、ユニオンをはずし、フレキシブルホースをはずす（再使用する）
	ボルト２本をはずし、キャリパーおよびシリンダマウンティングを一緒にはずす

	ダストカバー加工
	リヤローターをはずす
	キャリパー装着時の干渉部分とダストカバーのミミ部分を全周にわたって切り取る（左図参照）
	切り粉がブレーキパイプや、センターブレーキ部分にかからないようにマスキングを行った上で、作業する
	防護めがねなどを使用し、安全に十分留意すること

	カットした個所はバリを除去し、タッチアップなどで防錆処理をする
	準備品①ローターを仮当てし、ダストカバーと干渉しないか確認する
	ローターとダストカバーは５㎜以上隙間を確保する

	ローター中央部のハブボルト穴以外の捨て穴（左右各５ヶ所）に⑧ゴムシールを貼る

	トムスブレーキキット取付け（構成部品図・組み付け図を参照のこと）
	準備品①ローターを取付ける
	ＲＨ／ＬＨは共通

	②キャリパーブラケットを③Ｍ１２ボルトでアクスルに取付ける
	ブラケットに上下はない
	締付トルク88N.m\(900Kgf.cm\)

	①キャリパーを④Ｍ１０ボルトで取り付ける
	締付トルク70N.m\(710Kgf.cm\)

	⑥アンチラトルピンで⑤パッドと⑦アンチラトルスプリングを取付ける
	ピンは確実に挿入すること（ピンポンチなどでたたき、確実に入っていることを確認する）ピンがはずれた場合、重大事故につながる場合があるので確実
	スプリングは矢印マークをローター前進回転方向と同じにする

	準備品②ホースガスケットを使用し、純正フレキシブルホースを取付ける。ホースはＬＨ/ＲＨを入れ替えて使用し、�
	ホース位置は水平より２５～３０°で固定する（左図参照）

	ブレーキエア抜き作業をする
	エア抜き作業の詳細は該当車両修理書を参照のこと



